















A Study on Prosperity in Community-Related Research: 
The Bibliometrics and Meta-Analytic Investigation. 










(1) 論文数上位 10 誌の評価 






Muniz & O'guinn (2001)のブランド・コミュニティ研究を１つの端緒として、
マーケティング関連分野でコミュニティという用語に接する機会が増えた。図表
1 の通り、社会科学・経営分野においてコミュニティ関連論文数は 2001 年の約
5,000 件から増加傾向にあり、2018 年には 4 倍の 2 万件に届く勢いである。マー
ケティング関連分野に限っても、図表 2 の通りコミュニティ関連論文数の比率は





















図表 3 集団のタイプ  
















































「community & marketing」検索論文数 
「marketing」検索論文数 



















































































































































































 (1) 効果量 
メタアナリシスでは、多数の研究の効果量の平均値を取り扱う。本論では、図
表 4 の通り多数の雑誌において掲載論文が 2001 年以前か 2002 年以降か、
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community 検索語に該当するか否かの 2✕2 クロス集計表で、独立性の指標であ
る比例オッズ比を効果量として評価する。 
図表 4 効果量測定のクロス集計表  
 
発行年 
2002 年以降 2001 年以前 
community 
検索語 
該当する a b 












固定効果モデル: 効果量の分散 ＝ 研究内分散（標準誤差） 





Higgins & Thompson (2002)による𝐼𝐼２統計量および𝐻𝐻２ 統計量による判断もあ
る。𝐼𝐼２ � 25%で低い異質性、25% � 𝐼𝐼２ � 50%で適度な異質性、50% � 𝐼𝐼２で強
い異質性と判断する。 
 (3) データ 
分析するデータの収集方法について述べる。まず、国立研究開発法人科学技術
振興機構 (JST) が提供する電子ジャーナルのデータベースの J-STAGE から経
営関連の雑誌に収録された文献の概要を取得する(J-Stage, 2019)。検索手続きで
は J-STAGE が提供する検索ツール API を用い、経営関連の各誌に収録された全
ての文献と、文献本文に対して検索語コミュニティが該当する論文も併せて取得
する。図表 2 よりコミュニティに関連するマーケティングの研究が増え始めた
2001 年前後に分けて論文数を集計した結果を図表 5 に示した。日本経営学会誌
と経営行動科学の２誌のコミュニティ検索語該当率は少ないが、その他の７誌で







が 1 本しかない日本経営学会誌の扱いにより評価が左右されるであろう。 
 
図表 5 J-STAGE データベースにおける雑誌別「コミュニティ」検索該当論文数  












1 日本経営学会誌 550 109 659 1 0 1 
2 経営行動科学 288 176 464 14 6 20 
3 流通研究 190 32 222 20 1 21 
4 組織科学 187 0 187 25 0 25 
5 消費者行動研究 80 88 168 11 1 12 
6 広告科学 128 42 170 15 3 18 
7 イノベーション・マネジメント 142 0 142 21 0 21 
8 マーケティングジャーナル 65 0 65 11 0 11 
9 マーケティング・サイエンス 24 0 24 3 0 3 
 計 1,654 447 2,101 121 11 132 
（出所）J-STAGE 文献データベースを用いて筆者作成. 
 
図表 6 Scopus 論文データベースにおける「community」検索該当論文数  
  2002 年以降 2001 年以前 
計 







1 Journal of the Academy of Marketing Science 19 608 13 902 1,542 
2 Journal of Business Research 37 934 5 317 1,293 
3 Industrial Marketing Management 21 741 4 468 1,234 
4 European Journal of Marketing 28 600 3 322 953 
5 Journal of Marketing Research 8 779 1 69 857 
6 Journal of Marketing Education 14 287 13 437 751 
7 Journal of Marketing 14 638 4 75 731 
8 Journal of Marketing Management 31 360 5 254 650 
9 Management Science 3 349 1 249 602 
10 Journal of Consumer Marketing 26 378 2 164 570 







野を Social Scienceと Business, Management and  Accountingの 2分野に限
定し、期間を全期間、文献タイプを Article、検索語は論文タイトル・抄録・キー
ワードに対して(1) communityとして 270,291件、(2)marketingとして 77,422









(1) 論文数上位 10誌の評価 







ある。図表 8 のフォレストプロットは 10 誌の効果量である対数オッズ比の信頼
区間を示している。図表 7 と照らし合わせると、community 該当論文の少ない
Study5の Journal of Marketing Researchと Study9のManagement Science
の信頼区間が広く、図 7の漏斗プロット下段左に布置している。下段右が空白と
なり非対称である原因は上位 10誌のみに限定したためである。 
異質性の検定について、コクランの Q統計量は自由度 9で 16.07、p値は 6.54%
となり有意水準 5%で研究間の同質性の仮定を棄却できない。また𝐼𝐼２ � 45.9% �50%となり適度な異質性と判断できる。したがい固定効果モデルを用いて対数オ
ッズ比を評価すると推定値 0.81、95％信頼区間は[0.48, 1.14]、対数オッズ比がゼ
ロを帰無仮説とする p 値は 0.1%未満となり対数オッズ比は正値であると判断で














 (2) 論文数上位 100 誌の評価 
論文数上位 10 誌の分析は、図表 7 の漏斗プロットの右下段の領域が空白であ
るためサンプリングのバイアスが疑われる。また、10 誌を選ぶ根拠が乏しいこと
から論文数上位 100 誌についても同様の分析を行う。上位 100 誌についての漏斗
プロットである図表 9 において精度の低い下段の雑誌数が少ないことが見てとれ
る。community 関連の論文が 346 本中約 1/5 を占める Social Marketing 






図表 7 論文数上位 10 誌を用いた変
量効果モデルの漏斗プロット 
図表 8 論文数上位 10 誌を用いた変量
効果モデルのフォレストプロット 
図表 9 論文数上位 10 誌を用いた変
量効果モデルの漏斗プロット 
図表 10 論文数上位 100誌を用いた変量
効果モデルのフォレストプロット 
-10  -5  0  5  10 
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異質性の検定について、コクランの Q統計量は自由度 99で統計量 146.73、p
値は 0.13%となり有意水準 1%で研究間の同質性の仮定を棄却できる。また、𝐼𝐼２ �27.8% � 50%となり異質性はやや低いと判断できる。固定効果モデルを用いて対
数オッズ比を評価すると推定値 0.36、95％信頼区間は[0.20, 0.51]、対数オッズ比
がゼロを帰無仮説とする p 値は 0.1%未満となり対数オッズ比は正値であると判









5,000 件から 2018 年には 4 倍の約 2 万件に増えており、また、マーケティング
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